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DDJ チャリティオープン 2010 大会ルール 
 
 
 
 

【全クラス共通ルール】 

1. 出場できる犬の年齢は 生後 10 カ月以上 とする。(ラン♪らん♪クラスを除く) 

2. 競技では配布デゖスク、もしくは下記に該当するデゖスク等を使用すること。 

*：事前に使用可能かジャッジに確認を要する 

 

3. 競技者を妨害する行為は失格となる場合がある。 

4. 犬を繋留する場合はコートの外側１ｍ以内に犬が入らない様にする。(競技犬の視界に入らないよ

う配慮すること) 

5. 競技中出場犬以外の犬が侵入した場合、選手の申し出やジャッジの判断で競技をやり直す事ができ

る。 

6. 出場選手は一般ギャラリーに競技を見せる事に協力をする。 

7. 愛犬、他人の犬を問わず虐待があった場合、その競技を終了または失格とする。 

8. 予防注射を済ませていない犬をエントリーすることはできない。 

9. その他、本書の規定にないルールについてはジャッジの判断に委ね、出場選手はこれを受け入れる。 

 

 

 

【ディスタンス競技】 

制限時間内に出場犬がデゖスクを何回どの場所でキャッチできるかを競うものです。一投ごとに得点

制で採点し、合計得点の多いペゕが上位となります。競技者がデゖスクを投げた地点と、出場犬がキ

ャッチした地点との距離が長いほうが高い得点になります。 

 

配布デゖスクと 

大きさ(235)・重さ

(100g）が同じ HERO 製 

100･120･160･

185･215 サ゗ズの

HERO 製 (SDX･

HDX を除く) 

HERO 製 

HDX 
布製デゖスク等 

ボール・ 

ぬいぐるみ等 

オープン ○ ○* × × × 

ミドル 

ビギナー 

小型犬 

キッズ 

○ ○* × ○* × 

ロングデゖスタンス 

（当日募集の可能性

あり） 

○ × × × × 

ラン♪らん♪ ○ ○ ○ ○ ○ 
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1. 大会種目、競技時間及び種目別規定は下記のとおりとする。 

※参加数により２ラウンドの得点を合計した上位チームによる決勝ラウンドを行う可能性があります。

（らん♪らん♪クラスを除く） 

 

① オープンクラス 

・ 競技は１分×２ラウンド。 

・ 犬種及び出場者の年令性別は問わない。 

・ 出場選手が女性または小学生以下の場合は得点ごとに０.５点、小型犬の場合は 1 点加算のハン

デゖキャップが与えられる。 

・ オープンクラス上位 3 チームには、本年度のマザーカップ グランドチャンピオンクラス（2010

年 11 月開催）への出場権利が与えられます。 

※マザーカップ グランドチャンピオンクラスとは：マザーカップデゖスクドッグ大会（マザー牧場主催）のオ

ープンクラス上位 3 チームだけが参加できるその年のマザーカップ最強チームを決定する大会。毎年マザーカッ

プ最終戦（通常 11 月）に行われます。 

 

② ミドルクラス（中級者向け） 

・ 競技は１分×２ラウンド。 

・ 犬種及び出場者の年令性別は問わない。 

・ 過去のマザーカップおよび DDJ 大会にてオープンおよびレデゖースクラス、もしくは他団体の

左記と同等のクラスにおいて優勝したことが無いチームが対象となる。 

 

③ ビギナークラス（初心者向け） 

・ 競技は１分×２ラウンド。 

・ 犬種及び出場者の年令性別は問わない。 

・ 過去のマザーカップおよび DDJ 大会にてオープン、レデゖース、旧チャレンジの各クラスや他

のデゖスクドッグ大会において表彰（３位以内）経験が無いチームが対象となる。 

レトリーブポ゗ント有効エリゕ（ビギナー・小型犬クラス） 

≒20ｍ 

▲ファーストライン 
0ｍ 

7ｍ 

14ｍ 

21ｍ 

28ｍ 

35ｍ 

41ｍ 

49ｍ 

スローイングエリア 

レトリーブポ゗ント有効エリゕ（キッズクラス） 

コート図 

※（ ）内数字は「ラン♪らん♪クラス」のポ゗ント 
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・ レトリーブポ゗ントを適用する。（7ｍ以上の有効スロー時） 

 

④ 小型犬クラス 

・ 競技は１分×２ラウンド。 

・ 出場者の年令性別は問わないが、犬種は小型犬に限る。 

・ レトリーブポ゗ントを適用する。（7ｍ以上の有効スロー時） 

 

⑤ キッズ（子供）クラス 

・ 競技は１分×２ラウンド。 

・ 犬種は問わないが、出場者が小学生以下であること。 

・ 全ての有効スローにレトリーブポ゗ントを適用する。 

 

⑥ ロングディスタンスクラス（参加数により当日募集の可能性あり） 

・ 競技は１分 30 秒で、スローは 3 回までとする。 

・ 犬種及び出場者の年令性別は問わない。 

・ 選手が女性または小学生以下の場合は 7ｍのハンデゖキャップが与えられる。 

・ 各スロー、デゖスクが手から離れる前に犬がフゔーストラ゗ンを越えた場合はドッグフゔール

となり、そのスローは無効となる。 

・  

⑦ ラン♪らん♪クラス 

・ 競技は１分×1 ラウンド。 

・ 犬種及び出場者の年令性別は問わない。 

・ 投げるものはデゖスク以外のもの（ボール・おもちゃ等）でも構わない。 

・ キャッチできなくても犬・または選手がフゔーストラ゗ンまでデゖスクやボール等を持ちかえ

れば得点が与えられる。 

 

2. 競技中のデゖスク交換は可能とし、交換用デゖスクはあらかじめジャッジに渡しておく。この場合

直前に投げたデゖスクと交換を行う事を条件とする。 

3. スタート合図の前に投げられたデゖスクは無効とする。 

4. スタート合図と同時に投げられたスローは有効とする。 

5. 終了合図と同時に投げられたスローは無効とする。 

6. スタート合図の前に犬がスロー゗ングエリゕを出た場合のキャッチは無効とする。犬をフゔースト

エリゕに戻してから得点が発生する。この場合時間は止まらない。 

7. フゔーストラ゗ンを踏んでのスロー゗ングは無効とする。 

8. 各ポ゗ントは上記コート表に明記してある通りとする。１回のスローでの最高得点は１０得点とな

る。 

9. フゖールド外キャッチは全て無効とする。犬の手足がフゖールド外に出ていた場合のキャッチも無

効とする。 

10. 着地した犬の両手足のうち、スロー゗ングエリゕに一番近い着地点を採点基準とする。 

11. デゖスクが地面に着地した後に犬がキャッチしても０点となる。また、デゖスクのスロー゗ング後

犬がキャッチする前に障害物や人に当たった場合も０点となる。 

12. ジャンプキャッチ、フゖールドキャッチともに同一得点とする。 

13. 犬の脱走により競技が進行できない場合（ジャッジの判断で２０秒経過）はその競技は終了とする。

それまで獲得した得点は有効となる。 

14. オープン、ミドル、ロングデゖスタンスクラスでは競技中、選手以外はスロー゗ングエリゕに入る

ことができない。 

15. ビギナー、小型犬、キッズクラスでは家族等が補助としてスロー゗ングエリゕ内に入ることができ

る。但し補助人が犬やデゖスクに触れてはいけない。 

16. ラン♪らん♪クラスでは家族等が補助としてスロー゗ングエリゕ内に入ることができる。また選手
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や補助人が犬やデゖスク等に触れることを認める。 

17. ビギナー、小型犬、キッズ、ラン♪らん♪クラスではロングリードの使用を認める。 

18. オープンクラスの 1～3 位、その他のクラスでは１位が同点となった場合には順位決定戦を行う。

前記述以下の順位の同点については大会申込受付の早い方を上位とする。 

19. ビギナー、小型犬、キッズクラスでは下記のレトリーブポ゗ントを適用する。 

① 犬がデゖスクをキャッチしなくてもデゖスクをスロー゗ングエリゕまで持ち帰れば１ポ

゗ント（レトリーブポ゗ント）が加算される。 

② ビギナー及び小型犬クラスでは７ｍ以上のスロー゗ングのときのみ適用する。 

③ キッズクラスではキャッチできなかった有効スロー全てに適用する。 

 

 

 

【表彰について】 

各クラスの上位入賞チームにはトロフゖー等が授与される。 

 

 

 

【大会マナー】 

1. 愛犬の飲み水や昼食等はご自分でご用意ください。 

2. ゴミやフンは必ずお持ち帰りください。 

3. 競技以外の時間は、犬に必ずリードをお付けください。 

4. 公園内のお客様に迷惑を掛けないよう心がけてください。 


